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編 集
後 記

　福江みなとまつりに広報として参加させて頂きました。記事中にもありますが、今回のまつり
はコロナの制限が解除され、マスクをしている方の少ないまつりでした。ねぶたを曳きながら周
りを見渡すと、沿道の皆さんが皆笑顔でこちらを見ており、マスクがあり表情の見づらかった昨
年とはだいぶ雰囲気の違うまつりだったなと感じております。その雰囲気を写真に収めたくカメ
ラを向けるのですが、発光しているねぶたとその前方を歩く牛の神輿、それから沿道の暗さの
ギャップになかなか明るさ調整が上手くいかず思うような写真が取れないまま終わってしまいま
した。もっと上手に撮影できるように精進して行きたいと思います。 （長瀧　俊一）

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月
９月～６月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設
富江トマト選果場

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）

災害対策資金（ウクライナ情勢）
　ウクライナ情勢悪
化に伴う原油価格・
農業資材価格等高騰
の影響により価格が
高騰した資材等の購
入に必要な運転資金
としてご利用いただ
けます。

保証料全額助成！
借入時に一度お支払いいただきますが、

後日全額返戻されます。

負担金利　年０％
期間：令和５年４月１日（土）～令和６年３月 31日（日）
災害対策資金（ウクライナ情勢）の商品概要
借入金額：1,000 万円かつ、所要額以内とします。
借入期間：5 年以内とします。（据置期間は必要な場合に限り 1 年以内とします。）
返済方法：元金均等返済とします。
担保：原則として、担保は不要です。（必要に応じて設定させていただくことがあります。）
保証：原則として、長崎県農業信用基金協会の保証をご利用いただきます。法人の方は、代表者   
　　　を連帯保証人とします。
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国が生産者へ交付する支援事業の説明も行われました

生産者の意識改革の重要性を訴える川﨑部会長

　
９
月
期
の
せ
り
で
、
平
均
価
格

が
前
回
比
18
・
８
％
、
９
万
４
４

７
６
円
と
い
う
予
想
を
超
え
た
値

下
が
り
を
見
せ
、
生
産
者
が
危
機

感
を
募
ら
せ
る
中
、
ご
と
う
農
協

肉
用
牛
部
会
は
９
月
25
日
、
五
島

家
畜
市
場
で
役
員
会
を
開
き
、
今

後
の
畜
産
経
営
に
向
け
て
協
議
し

ま
し
た
。

　
会
議
に
出
席
し
た
各
地
区
の
支

部
長
に
も
不
安
の
表
情
が
浮
か
び

ま
す
。

　
家
永
組
合
長
は
、
現
状
の
課
題

と
し
て
、
子
牛
価
格
の
下
落
。
飼

料
・
肥
料
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
上

昇
。
大
規
模
農
家
の
借
入
金
や
購

買
代
金
の
支
払
い
を
挙
げ
、
子
牛

価
格
へ
の
対
応
は
、Ｊ
Ａ
単
独
で

は
不
可
能
で
、
行
政
へ
価
格
９
割

補
填
を
要
望
し
て
い
く
。
飼
料
・

肥
料
は
、
全
農
を
含
め
高
騰
対
策

を
進
め
、
２
割
か
ら
３
割
ほ
ど
安

く
な
っ
て
お
り
、
対
策
は
引
き
続

き
や
っ
て
い
く
。
借
入
金
や
経
費

の
支
払
い
に
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
資
金
を
使
い
、
今
年
と
来

年
度
の
支
払
い
を
保
留
し
引
延
ば

し
て
も
ら
う
。
行
政
か
ら
の
補
填

金
が
振
り
込
ま
れ
る
ま
で
は
プ

ロ
パ
ー
資
金
で
対
応
す
る
と
し

ま
し
た
。

　
各
地
区
の
支
部
長
か
ら
は
、
飼

料
や
せ
り
市
な
ど
の
手
数
料
の
引

き
下
げ
や
未
収
金
限
度
額
の
見
直

し
な
ど
の
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
長
は
、
現
在
、

飼
料
が
一
番
手
数
料
率
が
低
く
、

せ
り
市
の
手
数
料
も
畜
産
事
業
に

か
か
る
経
費
の
方
が
上
回
っ
て
い

る
。
飼
料
代
は
1
年
半
前
の
価
格

を
基
準
と
し
て
上
が
っ
た
分
の
９

割
近
く
は
補
填
さ
れ
、
オ
ー
ツ
ヘ

イ
も
３
年
前
の
価
格
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
子
牛
の
価
格
が
追

い
付
い
て
い
な
い
と
し
た
上
で
、

飼
料
と
な
る
牧
草
や
ワ
ラ
の
自
家

生
産
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
自

分
で
作
っ
て
い
る
農
家
は
、
経
営

が
安
定
し
て
い
る
と
感
じ
る
と
の

見
解
を
示
し
、
将
来
、
必
ず
持
ち

直
す
時
が
来
る
。
そ
れ
ま
で
耐
え

て
も
ら
い
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
川
﨑
善
一
部
会
長
は
、
９
月
の

せ
り
の
成
績
を
見
て
、
取
引
さ
れ

た
６
１
７
頭
の
子
牛
の
内
、
30
万

円
未
満
が
２
２
７
頭
も
い
る
こ
と

に
、
増
頭
は
し
た
も
の
の
、
１
頭

に
か
け
ら
れ
る
手
間
が
減
り
飼
育

管
理
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
結
果

で
は
な
い
か
と
分
析
。

　
我
々
に
出
来
る
こ
と
は
、
市
場

相
場
に
左
右
さ
れ
な
い
上
質
な
牛

の
生
産
に
向
け
て
各
農
家
が
意
識

を
変
え
て
飼
育
方
法
を
改
善
し
て

い
か
な
い
と
今
後
、
大
打
撃
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
と
訴
え
ま
し

た
。

　
国
は
今
年
、『
和
子
牛
臨
時
経

営
支
援
事
業
』
を
発
動
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
黒
毛
和
種
の
四
半
期

ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
（
北
海
道
、

東
北
、
本
州
関
東
以
西
・
四
国
、

九
州
・
沖
縄
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
）
平

均
価
格
が
発
動
基
準
価
格
（
60
万

円
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の

差
額
の
４
分
の
３
を
支
援
す
る
も

の
。

　
８
月
に
は
支
援
が
拡
充
さ
れ
、

四
半
期
ご
と
の
全
国
平
均
売
買
価

格
が
保
証
基
準
価
格
（
55
・
６
万

円
）
を
下
回
り
、
肉
用
子
牛
生
産

者
補
給
金
が
発
動
し
た
場
合
、
四

半
期
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
平
均
価

格
が
全
国
平
均
売
買
価
格
を
下

回
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の

差
額
の
４
分
の
３
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
は
10
月

19
日
、
五
島
市
民
体
育
館
で
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
。
盟
友
同
士
の
交
流
と
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
各
支
部
か
ら
５

チ
ー
ム
と
本
店
経
済
部
か
ら
１

チ
ー
ム
が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
、
ご
存
知

の
通
り
使
用
す
る
ボ
ー
ル
が
普

通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
違
っ
て

大
き
く
柔
ら
か
い
。
そ
の
分
球

速
は
出
に
く
い
た
め
レ
シ
ー
ブ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
取
り
や
す
い

も
の
の
、
当
た
り

所
が
悪
い
と
、
と

ん
で
も
な
い
方
向

に
飛
ん
で
行
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
が
ま
た
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
面
白
い

と
こ
ろ
。

　
ボ
ー
ル
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も

和
気
あ
い
あ
い
と
試
合
は
進
み
、

決
勝
は
、
優
勝
候
補
と
目
さ
れ

る
本
山
支
部
と
三
井
楽
支
部
の

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
２
セ
ッ
ト
を
先
取
し

見
事
優
勝
し
た
の
は
、
評
判
通

り
本
山
支
部
。
２
位
が
三
井
楽

支
部
。
３
位
は
福
江
支
部
と
な

り
ま
し
た
。

　「
い
つ
も
と
違
う
筋
肉
を

使
っ
た
か
ら
、
明
日
は
筋
肉
痛

が
酷
い
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
盟
友

た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
心
地
よ

い
疲
れ
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
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て

し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
が
ま
た
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
面
白
い

と
こ
ろ
。

　
ボ
ー
ル
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も

和
気
あ
い
あ
い
と
試
合
は
進
み
、

決
勝
は
、
優
勝
候
補
と
目
さ
れ

る
本
山
支
部
と
三
井
楽
支
部
の

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
２
セ
ッ
ト
を
先
取
し

見
事
優
勝
し
た
の
は
、
評
判
通

り
本
山
支
部
。
２
位
が
三
井
楽

支
部
。
３
位
は
福
江
支
部
と
な

り
ま
し
た
。

　「
い
つ
も
と
違
う
筋
肉
を

使
っ
た
か
ら
、
明
日
は
筋
肉
痛

が
酷
い
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
盟
友

た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
心
地
よ

い
疲
れ
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。



　
８
月
下
旬
に
蒔
か
れ
た
ソ
ラ

マ
メ
の
種
。
２
〜
３
㌢
の
幼
根

が
出
た
後
、
約
１
か
月
間
の
冷

蔵
保
存
を
経
て
、
各
生
産
者
の

圃
場
に
定
植
さ
れ
ま

し
た
。

　
五
島
市
野
々
切
町

の
山
本
次
博
さ
ん

（
68
）
は
10
月
１
日
、

10
㌃
の
畑
に
１
６
０

０
粒
の
種
を
植
え
込

み
ま
し
た
。

　「
植
え
て
か
ら
雨
が

降
ら
な
い
の
で
、
水

や
り
が
大
変
」
と
話

す
山
本
さ
ん
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
う
ね
に

被
せ
ら
れ
た
ビ
ニ
ー

ル
マ
ル
チ
に
は
、
株

間
50
㌢
ご
と
に
開
け

ら
れ
た
丸
い
穴
か
ら

小
さ
な
芽
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

　
25
年
前
に
、
初
め

て
ソ
ラ
マ
メ
を
栽
培

し
た
と
い
う
山
本
さ
ん
は
、「
一

度
や
め
て
い
た
が
、
数
年
前
か

ら
も
う
一
度
作
っ
て
み
よ
う
と

始
め
た
」
そ
う
で
、
豆
類
は
、

少
面
積
で
収
量
が
見
込
め
る
作

物
で
あ
る
こ
と
や
、
重
量
野
菜

と
比
べ
て
体
力
を
要
し
な
い
こ

と
も
利
点
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
畑
を
眺
め
「
昨
シ
ー
ズ
ン
の

よ
う
な
寒
波
に
見
舞
わ
れ
な
い

よ
う
に
願
い
た
い
。
あ
と
は
適

度
な
雨
が
降
っ
て
く
れ
れ
ば
ね
」

と
山
本
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

　
将
来
、
作
付
面
積
２
０
０
㌶
、

生
産
量
４
０
０
０
㌧
を
目
標
に

掲
げ
、
五
島
を
甘
藷
の
一
大
産

地
に
す
べ
く
取
り
組
む
契
約
甘

藷
部
会
は
、
10
月
２
日
、
本
年

産
甘
藷
の
初
出
荷
を
迎
え
る
と
、

本
格
的
な
収
穫
に
入
り
ま
し
た
。

　
10
月
中
旬
、
亀
山
光
孝
部
会

長
の
向
町
の
圃
場
で
は
、
日
の

出
間
も
な
く
収
穫
が
始
ま
り
、

丸
々
と
育
っ
た
赤
紫
色
の
甘
藷

が
次
々
と
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
見
事
な
出
来
栄
え
に

「
収
穫
期
の
前
に
雨
が
多
く
心
配

し
た
」
と
い
う
部
会
長
も
満
足

そ
う
な
笑
顔
。

　
部
会
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
除

去
す
る
こ
と
で
、
作
物
の
本
来

の
能
力
を
引
き
出
し
、
秀
品
率

が
高
く
、
収
量
増
加
に
つ
な
が

る
と
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

苗
を
一
部
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
苗
は
ウ
イ
ル
ス

病
に
抵
抗
力
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
一
般
圃
場
で
害
虫
か
ら

ウ
イ
ル
ス
に
再
感
染
す
る
と
、

年
々
そ
の
効
果
は
薄
れ
て
し
ま

う
そ
う
で
す
。

　「
高
品
質
を
維

持
す
る
こ
と
が

ブ
ラ
ン
ド
化
に

は
欠
か
せ
な
い
」

と
す
る
の
は
、

部
会
が
取
引
す

る
（
株
）
福
岡

ソ
ノ
リ
ク
と
の

申
し
合
わ
せ
事

項
。
生
産
コ
ス

ト
と
の
せ
め
ぎ
合
い
も
悩
ま
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
「
売
れ
な
い

こ
と
に
は
面
積
拡
大
は
出
来
な

い
。
買
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

よ
り
高
品
質
な
甘
藷
を
作
り
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

肝
に
銘
じ
る
亀
山
部
会
長
。

　
部
会
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

　
10
月
中
旬
、
五
島
甘
藷
生
産

組
合
で
は
、
甘
藷
の
収
穫
が
本

格
化
し
ま
し
た
。
今
年
、
組
合

で
は
９
名
の
生
産
者
が
６
㌶
を

作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
代
表
を
務
め
る
山
内

清
一
さ
ん
の
下
崎
山
町
の
圃
場

で
は
、
早
朝
か
ら
甘
藷
の
掘
り

取
り
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
清
一
さ
ん
の
父
、
三
弘
さ

ん
は
「
再
び
五
島
で
甘
藷
を
作

る
時
代
が
来
る
と
は
」
と
感
慨

深
く
話
し
ま
す
。

　
今
年
の
甘
藷
に
山
内
さ
ん
は
、

「
一
株
に
７
〜
８
玉
と
例
年
よ
り

玉
数
が
多
く
品
質
も
良
好
。
収

量
も
計
画
を
上
回
り
60
㌧
を
超

え
る
の
で
は
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　
取
引
す
る
の
は
、
大
阪
市
中

央
卸
売
市
場
に
本
拠
を
置
く
株

式
会
社
丸
促
（
ま
る
そ
く
）。

　
従
来
の
仲
卸
業
の
形
態
を
見

直
し
、
直
接
産
地
と
の
契
約
を

進
め
安
定
し
た
商
品
供
給
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
丸
促
で
は
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
加
工
品
の
開
発
に

も
取
組
ん
で
お
り
、
五
島
産
さ

つ
ま
い
も
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー

ト
感
覚
で
食
べ
る
『
冷
や
し
焼

き
芋
』
を
開
発
、
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
馬
鈴
薯
部
会

は
９
月
26
日
、
崎
山
支
店
で

出
荷
反
省
会
を
開
き
、
生
産

概
況
や
出
荷
実
績
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
１
月
下
旬
の
寒

波
の
影
響
で
茎
や
葉
に
被
害

が
見
ら
れ
、
２
月
に
は
日
中

の
気
温
も
上
昇
し
た
こ
と
で

被
害
は
回
復
し
た
も
の
の
、

５
月
の
降
雨
と
、
例
年
よ
り

早
い
梅
雨
入
り
で
生
育
に
も

差
異
が
見
ら
れ
、
収
穫
作
業

も
遅
れ
る
な
ど
、
収
量
は

83
・
６
㌧
と
昨
年
と
比
べ

15
％
ほ
ど
下
回
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
産
の
春
作
馬
鈴

薯
は
、
部
会
員
18
名
が
７
・

２
㌶
を
作
付
け
。
生
産
資
材

の
価
格
が
上
昇
す
る
中
で
昨

年
並
み
の
面
積
を
維
持
し
て

い
ま
す
が
、
部
会
員
の
高
齢

化
等
も
あ
り
、
こ
の
５
年
間

で
生
産
者
数
、
栽
培
面
積
と

も
に
半
減
し
て
い
ま
す
。（※

グ
ラ
フ
１
）

　
こ
の
状
況
に
長
谷
川
英
樹

部
会
長
は
部
会
員
に
「
五
島

の
名
産
で
あ
る
馬
鈴
薯
を
今

後
も
皆
で
守
り
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
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う
」
と
話
し
ま
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た
。
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秋
晴
れ
の
も
と
健
や
か
に
競
う

年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
10
月
５
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
第
20
回
ご
と
う
農

協
年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
協
の
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
農
協
理
解
と
会
員
の
親
睦
、
融
和
並
び
に
健
康
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
上
・
下
地
区
合
わ
せ
て
13
チ
ー
ム
の
総
勢
71

名
が
参
加
。
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
、
85
歳
以
上
の
参
加
者

に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
該
当
者
が

５
名
。
今
大
会
の
最
高
齢
は
三
井
楽
支
部
の
釜
弁
天
チ
ー
ム

の
村
尾
義
和
さ
ん
で
94
歳
。
会
員
た
ち
は
、大
会
趣
旨
に
則
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
な
が
ら
も
優
勝
を
目
指
し
て
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
ど
の
試
合
も
白
熱
し
、
ど
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
も
お
か

し
く
な
い
接
戦
を
制
し
た
の
は
、
三
井
楽
支
部
の
柏
友
会
チ
ー

ム
で
し
た
。
次
い
で
準
優
勝
に
は
岐
宿
支
部
の
楠
原
チ
ー
ム

が
、
第
三
位
に
は
木
場
支
部
の
年
輪
会
が
、
敢
闘
賞
に
は
同

じ
く
木
場
支
部
の
籠
淵
チ
ー
ム
が
輝
い
て
い
ま
す
。

第三位の年輪会チーム

優勝した柏友会チーム

表彰される85歳以上の参加者たち

準優勝した楠原チーム

敢闘賞で賞状を受け取る籠淵チーム

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
が
10

月
14
日
、
本
店
で
開
催
さ
れ
本
店
共

済
部
の
久
保
風
輝
さ
ん
が
最
優
秀
賞

を
獲
得
。
11
月
21
日
に
長
崎
市
の
Ｊ

Ａ
会
館
で
開
催
さ
れ
る
『
第
11
回
Ｊ

Ａ
共
済
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
』
へ
の
出
場
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
組
合
員
・
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
則
し
た
保
障
提
案
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
今
回
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
に
は
、
本
・
支
店
で
共
済
事

業
に
携
わ
る
職
員
６
名
が
出
場
。

　
お
客
様
を
出
迎
え
見
送
る
ま
で
の

実
際
の
窓
口
対
応
を
想
定
し
た
形
で

行
わ
れ
、
身
だ
し
な
み
や
し
ぐ
さ
、

言
葉
遣
い
の
ほ
か
、
会
話
の
進
め
方

な
ど
の
ス
キ
ル
が
組
合
長
を
は
じ
め

５
名
の
審
査
委
員
に
よ
っ
て
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
職

員
も
、
い
ざ
本
番
に
な
る
と
皆
緊
張

し
た
様
子
。
競
技
を
終
え
る
と
「
思
っ

て
い
た
こ
と
の
半
分
し
か
出
来
な

か
っ
た
」
と
悔
し
さ
を
滲
ま
せ
る
職

員
も
い
ま
し
た
。

　
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、Ｊ
Ａ
の

本
・
支
店
で
組
合
員
や
利
用
者
に
直

接
対
応
し
、Ｊ
Ａ
共
済
の
顔
に
な
る
窓

口
担
当
者
の
愛
称
で
２
０
０
６
年
に

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
11
日
、
本
店
で
は
、Ｌ
Ａ
下
期

対
策
会
議
を
開
き
、Ｊ
Ａ
共
済
の
普
及

推
進
を
担
う
Ｌ
Ａ（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
職
員
の
上
期
の
活
動
経
過
と
下

半
期
に
向
け
た
活
動
方
針
を
協
議
。
役

員
ら
よ
り
労
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
家
永
組
合
長
は
「
各
Ｌ
Ａ
が
目
的
意

識
を
持
っ
て
、Ｊ
Ａ
共
済
の
普
及
活
動

に
尽
力
頂
い
て
い
る
事
に
感
謝
し
ま

す
。
下
期
に
対
す
る
力
強
い
一
歩
を
踏

み
出
し
て
も
ら
い
、
我
々
も
そ
れ
を
支

援
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。

　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長

崎
県
本
部
の
内
山
副
本
部
長
は
「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
様

式
や
考
え
方
が
変
化
し
た
中
で
、Ｊ
Ａ

共
済
は
『
新
た
な
時
代
に
変
わ
ら
ぬ
安

心
を
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

安
心
と
い
う
文
字
を
共
済
金
と
い
う
形

で
お
客
様
へ
届
け
て
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

ご
と
う
管
内
で
、
昨
年
度
支
払
わ
れ
た

共
済
金
は
、
生
命
共
済
と
建
物
共
済
を

合
わ
せ
る
と
10
億
４
千
５
０
０
万
円
に

上
り
、
こ
れ
ほ
ど
地
域
に
根
差
し
安
心

を
届
け
ら
れ
る
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
話
し
「
組
合
員
や
地
域
の
方
々
に
不

慮
の
際
に
は
『
常
に
そ
ば
に
い
る
Ｊ
Ａ

が
安
心
を
届
け
る
』
こ
と
を
目
指
し
た

訪
問
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ａ
よ
り
上
期
の
振
返
り
と
下
期
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
活
動
内
容
や
活
動

方
針
が
発
表
さ
れ
、
特
に
生
命
系
の
保

障
提
案
に
重
点
を
置
い
た
普
及
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
出
席
者
全
員
に
よ
る
『
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
』
が
声
高
ら
か
に
唱
和
さ

れ
、
下
期
の
Ｌ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
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産
直
市
場
五
島
が
う
ま
い
（
以
下
直
売
所
と
い
い
ま

す
）
は
９
月
29
日
、
五
島
市
消
防
本
部
の
指
導
の
も
と

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
店
内
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。

非
常
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
と
、
直
売
所
の
職
員
が
お
客
さ

ん
役
を
非
常
口
へ
素
早
く
誘
導
し
て
屋
外
へ
避
難
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
消
火
器
を
使
っ
た
火
災
の
初
期
消
火
の

訓
練
も
行
わ
れ
、
消
防
署
員
か
ら
「
火
災
は
、
炎
が
天

井
に
達
す
る
ま
で
は
、
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
が

可
能
で
す
。
も
し
、
炎
が
天
井
に
達
し
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
」
と
説
明
。

消
火
器
の
扱
い
方
が

実
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
職
員

ら
は
、
実
際
に
消
火

器
を
手
に
、
炎
に
見

立
て
た
火
点
に
向

か
っ
て
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
は
、
お

客
様
が
安
心
し
て
買

い
物
が
出
来
る
よ
う

毎
年
こ
の
時
期
に
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ＪＡごとうの力を地域へ
　
９
月
30
日
、
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
有
志
職

員
が
福
江
み
な
と
ま
つ
り
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
開
催
制
限
が

な
く
な
っ
た
こ
と
で
マ
ス
ク
を
す
る

方
も
少
な
く
な
り
、
ね
ぶ
た
は
も
ち

ろ
ん
、当
Ｊ
Ａ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ご

と
う
さ
ん
」
や
五
島
牛
を
模
し
た
神

輿
を
見
た
観
覧
者
た
ち
の
笑
顔
を
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
は
こ
の
よ
う
な
地
域

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
し
て
、

地
域
活
性
化
へ
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

利
用
者
の
声
を
運
営
に

Ａ
コ
ー
プ
利
用
者
懇
談
会

　
10
月
20
日
、
日
頃
か
ら
Ａ
コ
ー
プ
浦
桑
・
若
松
を
利

用
し
て
頂
く
利
用
者
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
利
用
者
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

利
用
者
と
の
懇
話
を
も
と
に
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
店
舗
運
営
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ
う
と

平
成
27
年
以
来
8
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
2
回

目
と
な
る
今
回
も
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
に
は
全
農
な
が
さ
き
よ
り
前
田
職
員
も
参
加
し
て

頂
き
、Ａ
コ
ー
プ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
『
Ａ
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
』
の
商
品
に
つ
い
て
の
研
修
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
白
菜
漬
け
の
素
」
や
「
米
油
」、「
塩
麹
パ
ウ
ダ
ー
」
な
ど
、

計
７
つ
の
商
品
に

つ
い
て
の
紹
介
や

使
い
方
を
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
。
今

回
の
会
を
受
け
Ａ

コ
ー
プ
関
係
者
は
、

「
様
々
な
意
見
を
出

し
て
頂
い
て
有
意

義
な
時
間
と
な
っ

た
と
思
う
。
頂
い

た
意
見
を
参
考
に
、

よ
り
良
い
店
舗
づ

く
り
を
目
指
し
て

い
く
。」
と
今
後
へ

の
熱
意
を
語
り
ま

し
た
。

集まった利用者へ挨拶をする安田常務

27
年
周
年
大
誕
生
祭

Ａ
コ
ー
プ
浦
桑
店

　
10
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日
間
で
、
生
誕
記
念

大
誕
生
祭
を
開
催
し
、
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
浦
桑
店
は
、
皆
様
の
ご
愛
顧
の
お
か
げ
で

生
誕
27
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ご

愛
顧
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
べ
く
行
わ
れ
た
大
誕

生
祭
で
は
、
３
日
間
で
約
５
、
０
０
０
人
の
お
客
様
に

ご
来
店
頂
き
、
店
内
ど
こ
を
と
っ
て
も
大
賑
わ
い
の
３

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ａ
コ
ー
プ
浦
桑
店
で
は
、
職
員
一
同
力
を
合

わ
せ
、
ま
た
組
合
員
や
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
店
舗
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

たくさんのお客様で賑わう店内の様子
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令
和
五
年
度 

第
七
回
理
事
会

令
和
五
年
十
月
二
十
日
㈮
開
催

議
案
事
項

1議
案
№
１
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
貸
付
金
（
理
事
の
利
益
相
反
取
引
）
の
審
査
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
９
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
９
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
５
年
９
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
５
年
10
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
５
年
度
第
２
四
半
期
内
部
監
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
固
定
資
産
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
第
23
回
Ｊ
Ａ
ご
と
う
農
業
ま
つ
り
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

報
告
事
項

2 次
第
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編 集
後 記

　福江みなとまつりに広報として参加させて頂きました。記事中にもありますが、今回のまつり
はコロナの制限が解除され、マスクをしている方の少ないまつりでした。ねぶたを曳きながら周
りを見渡すと、沿道の皆さんが皆笑顔でこちらを見ており、マスクがあり表情の見づらかった昨
年とはだいぶ雰囲気の違うまつりだったなと感じております。その雰囲気を写真に収めたくカメ
ラを向けるのですが、発光しているねぶたとその前方を歩く牛の神輿、それから沿道の暗さの
ギャップになかなか明るさ調整が上手くいかず思うような写真が取れないまま終わってしまいま
した。もっと上手に撮影できるように精進して行きたいと思います。 （長瀧　俊一）

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月
９月～６月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設
富江トマト選果場

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）

災害対策資金（ウクライナ情勢）
　ウクライナ情勢悪
化に伴う原油価格・
農業資材価格等高騰
の影響により価格が
高騰した資材等の購
入に必要な運転資金
としてご利用いただ
けます。

保証料全額助成！
借入時に一度お支払いいただきますが、

後日全額返戻されます。

負担金利　年０％
期間：令和５年４月１日（土）～令和６年３月 31日（日）
災害対策資金（ウクライナ情勢）の商品概要
借入金額：1,000 万円かつ、所要額以内とします。
借入期間：5 年以内とします。（据置期間は必要な場合に限り 1 年以内とします。）
返済方法：元金均等返済とします。
担保：原則として、担保は不要です。（必要に応じて設定させていただくことがあります。）
保証：原則として、長崎県農業信用基金協会の保証をご利用いただきます。法人の方は、代表者   
　　　を連帯保証人とします。
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